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このたびは、栄誉ある賞を頂きまして誠にありが

とうございます。これもひとえに学会長であります

江崎次夫先生をはじめ、会の運営にご尽力されてい

る役員の方々、そして学会員の皆様方からのご指導・

ご協力の賜であると感謝申し上げます。

今回、受賞の対象となった研究は、マツ材線虫病

による被害跡地の樹種転換を図るため、砂丘地に人

工植栽した広葉樹の成長実態等を明らかにしたもの

です。海岸林は、防災機能をはじめ多面的な機能を

有し、その発揮には森林としての形態を持続的に維

持していくことがとても大事であることは周知のと

おりです。

しかし、クロマツ一樹種のみに頼った海岸林は病

虫害や自然災害に対して脆弱であるとされ、松枯れ

はその典型ともいえます。このため、将来的には種

や構造の多様化によってリスク分散を図り、諸被害

に抵抗性のある姿に作り替えていく必要があると考

えます。また、保健休養機能の充実や生物多様性の

保全に対するニーズに応えていくためには、クロマ

ツのみの海岸林では限界があることも指摘されてい

ます。こうした視点から、本研究ではクロマツ海岸

林の中に広葉樹林を造成する技術の確立を目的とし

て取り組んできました。しかし、これまでの研究で

わかったことはごくわずかであり、目標の到達点は

まだまだ先にあると認識しております。

私は、当学会の前身である海岸林研究会が日本大

学工学部において発足して以来、一会員として学会

に参加してきました。浅学非才の身にとりまして研

究発表や現地検討は大変勉強となっています。こう

したことから今回の受賞は、むしろこれからの研究

に期待してのものと受けとめております。今後、こ

れを励みとして努力して参りますので、皆様方から

のさらなるご指導を賜りますことをお願い申し上げ

ます。
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このたびは大変名誉な賞を頂きまして、心よりお

礼申し上げます。愛媛大学農学部江崎次夫学会長、

志半ばにお亡くなりになられた山形大学理事・副学

長中島勇喜前会長はじめ、学会員の皆様に心より感

謝申し上げます。

本受賞は私どもの日本大学生産工学部土木工学

科測量研究室での、リモートセンシング技術を用い

た海岸林の植生調査に対しての受賞と思われます。

海岸林の生育状態は気象・地況・土壌などの自然的

条件や密度管理などの人為的条件によって支配され

ますが、近年は海岸土壌の加湿化、病害虫および周

辺の地域開発などによって樹勢が衰退し、海岸林が

本来持つ防災機能や景観的価値の低下が懸念される

林分が増えつつあるのが現状のようです。このよう

な現状に対処するには、海岸林の適切な管理のため

に必要となる生育状態や土壌管理等の定期的な調査

が必要となります。しかしながら、線形的に長く分

布する海岸林を対象に、地上からの目視や従来から

の植生調査法などによってその生育状態を面的に調

査するには、現在の労働環境や経費の面からもかな

り困難な作業となり、調査には経験的に養われた専

門的技術が要求されます。

私どもの調査方法は、このような海岸林の生育

状態に対する植生調査法として、先端的技術である

地球観測衛星および地中レーダーによるリモートセ

ンシング技術を活用したものです。

coast after the 2004 Indian Ocean Tsumani-」、「庄内海岸砂丘地における防風効果からみた樹林帯配置」

の合計 14 編がある。これに平成 16 年に発表した海岸林の解説「海岸林にまつわる話（Ⅰ）」があります。さ

らに、中島先生が編者を務められた著書「海岸林との共生」が平成 23 年 10 月に山形大学出版会から出版さ

れています。この他にも、多くの論文、著書、報告書などを残されています。学部長や副学長として大変お

忙しい最中でも、決して研究を離れることなく、着実な成果を積みあげられた功績は誠に偉大であります。

今更ながら頭の下がる思いです。

社会貢献としても、長きに渡り、山形県森林審議会会長、山形県農林水産技術会議委員、山形県環境影響

評価審査会委員、山形県土地利用審査会委員、鶴岡市景観審議会委員等を努めてこられ、山形県や鶴岡市に

大きな貢献をされてきました。さらに、大学の管理運営者としての手腕も眼を見はるものがあり、農学部長

時代には農学部附属やまがたフィールド科学センターの設置、教育・学生担当理事・副学長として、基盤教

育院の設置をはじめとする学士課程教育の充実に尽力されました。

私が中島先生と初めて会ったのは、昭和 52 年、内地留学先の九州大学の末勝海先生の研究室でした。研究

者として基礎を作らねばならない時代の私を、若かりし中島先生が実によく面倒を見てくださいました。そ

のご恩を大切にしながら、それ以来、35 年ほどになるでしょうか。私は中島先生をずっと頼りにし、先生が

山形大学に転出されたあとも、何かにつけて相談し、話し合う時間を持たせていただいた。平成 2 年には、

当時の文部省在外研究員としてオ－ストリアにもご一緒させていただきました。

各地で開かれる数々の学会の研究発表も、お会いできるのが楽しみで、声を掛け合いながら参加したもの

です。いつも先生のお力がなくては、ことが成り立たない、そういう方だったと感慨を深くしています。

また、山形県鶴岡市は、歴史的に古い町で、風土がいい、食べ物がおいしいと、先生の格別のお気に入り

でしたが、もう一つ、ここは九州大学の恩師である末勝海先生が永眠されている地でもあります。私はこの

ところ年に一度、緑化土木学の集中講義で鶴岡の農学部に参りましたが、その度に中島先生が案内して下さ

ってお墓参りに行ったものです。ずっと居て下さるつもりでおりました私にとって、本当に辛い中島先生と

の別れでした。これからは一人で、末先生と中島先生のお二方の墓前に参ります。

中島勇喜先生のご功績を讃え、心よりご冥福をお祈りします。
（平成 23 年 12 月 1 日）

オ－ストリア留学時の中島勇喜先生（右側）
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